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の舞台書備を堪能

わ力、平成16年10月25日(1) 

十
月
十
四
日
木
曜
日
、

『演
劇
集
団
遊
玄

社
』
の
皆
さ
ん
を
河
辺
小
学
校
体
育
館
に
お
迎

え
し
、
本
物
の
舞
台
芸
術
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
は
、
子
ど

も
た
ち
が
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
し
、
芸

術
文
化
団
体
等
に
よ
る
実
演
指
導
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
こ
れ
ら
の
団
体
等
と
共
演
し
、
本
物

の
舞
台
芸
術
に
身
近
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
芸
術
を
愛
す

る
心
を
育
て
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
文
化
庁
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。こ

の
日
演
じ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
ア
フ
リ

カ
の
六
つ
の
楽
器
を
使
っ
た
音
楽
劇
「
イ
ソ
ッ

ブ
ラ
ン
ド
の
動
物
た
ち
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

「
ラ
イ
オ
ン
と
?
」
「
キ
ツ
ネ
と
力
ラ
ス
」
な
ど

合
計
八
演
目
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
生
の
ス
デ
ジ
公
演
の
迫
力
に
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、

一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
で
演
じ
た

こ
と
で
、
プ
ロ
の
役
者
さ
ん
た
ち
と
の
演
技
を

通
し
て
舞
台
演
劇
へ
の
興
味
と
関
心
を
、
心
と

体
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
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村
議
会
九
月
定
例
会
お
わ
る

一
般
会
計

特
別
会
計

一一一一、

ムニニ、

⑪ 

八
八
五
千
円

二
三
二
千
円

れミ

平
成
十
六
年
第
一
二
回
河
辺

村
議
会
定
例
会
が
、
全
議
員

出
席
の
も
と
開
会
さ
れ
ま
し

た。
森
川
重
生
議
員
、
清
水
美

孝
議
員
、
梅
木
加
津
子
議
員

の
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、

報
告
十
六
件
の
承
認
、
条
例

の
一
部
改
正
議
案
一
件
、
条

例
の
一
部
制
定
議
案
一
件
、

村
道
の
路
線
廃
止
、
認
定
議

案
各
一
件
、
十
六
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
(
第
三
一
号
)

一
億
二
千
百
八
十
八
万
五
千

円
(
累
計
二
十
億
五
千
五
百

十
一
万
四
千
円
)
、
十
六
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算
ム
二
千

二
百
二
十
三
万
二
千
円
(
累

計
七
億
三
一
千
二
百
二
十
九
万

一
千
円
)
の
議
案
四
件
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
一
件
、

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

一
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
。

続
い
て
、
同
意
第
二
号

わカヨ第 164号

「
収
入
役
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
、

同
意
第
三
号
、
同
意
第
四
号

「
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

が
上
程
さ
れ
、
収
入
役
に
松

本
明
氏
、
教
育
委
員
に
本
竜

拙
宗
氏
、
梅
木
幸
男
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
意
見
書
第
四
号

「
郵
政
事
業
の
民
営
化
反
対
の

意
見
書
」
、
業
務
委
託
契
約
の

締
結
の
議
案
の
二
件
が
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
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童
生

議
員

O
台
風
十
六
号
、
十
八
号
の

被
害
の
対
応
に
っ
て

(
村
長
答
弁
)

今
回
の
台
風
で
被
災
さ
れ

ま
し
た
村
民
の
皆
様
に
、
こ

こ
ろ
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

台
風
十
六
号
は
、
二
十
四

時
間
雨
量
二
一
九
ミ
リ
、
時

間
最
大
雨
量
二
六
ミ
リ
。
十

八
号
は
、
二
十
四
時
間
雨
量

一
O
二
ミ
リ
、
時
間
最
大
雨

量
一
五
ミ
リ
の
豪
雨
と
暴
風

に
よ
り
多
大
な
災
害
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。

被
害
調
査
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
被
害
の
実
態
を
把
握

し
て
県
に
報
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
課
以

外
の
職
員
も
協
力
し
て
倒
木

に
よ
る
通
行
止
め
の
箇
所
は

伐
採
し
な
が
ら
、
車
が
通
行

で
き
な
い
と
こ
ろ
は
徒
歩
で
、

数
日
間
か
か
り
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧

補
助
事
業
の
予
定
箇
所
に
つ

き
ま
し
て
は
、
直
ち
に
県
に

報
告
を
し
て
復
旧
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で

す。
清
水

美
孝

議
員

O
緊
急
時
に
お
け
る
主
要
道

の
安
全
確
保
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

台
風
十
六
号
に
よ
る
被
害

に
よ
り
主
要
地
方
道
小
田
河

辺
大
洲
線
を
は
じ
め
主
要
な

村
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が

通
行
止
め
と
な
り
改
め
て
災

害
に
脆
弱
な
現
在
の
道
路
実

態
を
認
識
し
た
次
第
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
知
事
陳
情
等
で

県
に
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
後
も
生
活
に

密
接
し
た
主
要
地
方
道
の
整

備
を
強
く
要
望
し
て
ゆ
く
と

と
も
に
、
村
道
等
に
お
き
ま

し
で
も
、
県
道
被
災
時
の
迂

回
路
と
し
て
利
用
す
る
路
線

を
重
点
的
に
整
備
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

梅
木
加
津
子

議
員

O
合
併
後
の
河
辺
の
支
所
機

能
の
概
要
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
り

ま
す
が
現
在
、
組
織
機
構
、

事
務
分
掌
・
決
済
処
理
・
人

事
配
置
等
市
町
村
長
・
助
役

合
同
会
に
お
い
て
協
議
を
重

ね
て
お
り
ま
す
が
、
で
き
る

だ
千
い
機
会
に
報
告
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

村
主
催
の
行
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
基
本
的
に
今
後
も

実
施
で
き
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
実
施
形
態
、
内
容

等
に
つ
き
ま
し
て
は
合
併
後

協
議
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。次

に
、
一
月
合
併
以
降
の

新
市
の
十
六
年
度
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
旧
四
市
町
村
の

平
成
十
六
年
度
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
事
務
事
業
等

を
合
併
後
も
継
承
し
、
旧
四

市
町
村
の
平
成
十
六
年
度
予

算
現
額
か
ら
、
平
成
十
七
年

一
月
十
日
ま
で
に
執
行
さ
れ

た
額
を
控
除
し
た
後
の
残
額

を
も
っ
て
予
算
額
と
な
る
と

考
え
ま
す
。

人
事
異
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
然
平
成
十
七
年
一
月

十
一
日
に
行
わ
れ
る
と
思
い

ま
す
。特

別
職
、
及
び
職
員
の
退

職
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従

前
の
計
算
方
法
で
行
い
ま
す
。
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今
年
で
最
後
と
な
る
「
村
民
運

動
会
」
は
雨
天
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

午
前
七
時
か
ら
各
分
館
か
ら
三

名
の
庄
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き

準
備
を
開
始
し
、
途
中
小
雨
が
降

る
な
か
回
復
を
信
じ
準
備
を
続

け
、
へ
時
三
十
分
頃
に
は
い
つ
で

も
入
場
行
進
が
で
き
る
状
態
に
な

り
ま
し
た
。
す
る
と
、
本
格
的
に

雨
が
降
り
だ
し
、
あ
っ
と
い
う
間

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
一
面
の
水
た
ま

り
に
な
っ
て
し
ま
い
、
八
時
五
十

分
頃
に
非
常
に
残
念
な
が
ら
中
止

の
決
定
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
各
分
館
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
行
っ
た
り
、
休
養
日
に

し
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
に
過
ご
さ
れ

ま
し
た
の

わカヨ平成16{no月25日(3) 

S 
50 

第

回

大
伍
分
館

S 
51 

第

二

回

大
伍
分
館

S 
52 

第

三

回

大
伍
分
館

S 
53 

第

四

回

大
伍
分
館

坂本分館

S 
54 

第

五

回

大
伍
分
館

S 
55 

第

六

回

植
松
分
舘

S 
56 

第

七

回

北
平
分
館

S 
57 

第

八

回

大
伍
分
館

S 
58 

第

九

回

大
伍
分
館

大伍分舘

S 
59 

第
一

O
回

S 
60 

第
一
一
回

S 
61 

第
一
二
回

S 
62 

第
一
三
回

S 
63 

第
一
四
回

H 
::n::; 

第
一
五
回

H 
2 

第
一
六
回

H 
3 

第
一
七
回

H 
4 

第
一
八
回

H 
5 

第
一
九
回

H 
6 

第
二

O
回

H 
7 

第
二
一
回

H 
8 

第
二
二
回

H 
9 

第
二
三
回

H 
10 

第
二
四
回

H 
11 

第
二
五
回

H 
12 

雨
天
中
止

H 
13 

第
二
六
回

H 
14 

雨
天
途
中
中
止

H 
15 

第
二
七
回

H 
16 

雨
〒
大
中
止

大
伍
分
館

種
松
分
館

大
伍
分
館

北
平
分
館

北
平
分
館

坂
本
分
館

坂
本
分
館

大
伍
分
館

大
伍
分
館

大
伍
分
館

大
伍
分
館

北
平
分
館

北
平
分
館

大
伍
分
館

坂
本
分
館

大
伍
分
館

植
松
分
館

植
松
分
館

(
優
勝
旗
ペ
ナ
ン
ト
よ
り

石
油
ス
ト
1
7
の

取
扱
い
に
つ
い
て

ひ
と
冬
を
い
っ
し
ょ
に
過
ご
す

ス
ト
ー
ブ
で
す
c

使
い
始
め
る
前

に
必
ず
点
検
整
備
を
し
ま
し
ょ

旨つ
U

火
が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、
変

な
臭
い
が
し
た
り
、
少
し
で
も
異

常
が
あ
れ
ば
使
わ
ず
に
お
自
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
を
置
く
場
所
の
周
り

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

テ
ン
や
ふ
す
ま
に
近
す
ぎ
な
い
か

棚
か
ら
物
が
落
下
す
る
恐
れ
は
な

い
か
、
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の

確
認
も
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯

物
を
干
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

ストーブの周りは大丈夫?

叉トーτ老つける前に賂えやすい物が
をl事に電子いかぬ確認老 1給

油
す
る
と
き
の
注
意
点

面
倒
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
火
を

つ
け
た
ま
ま
給
油
す
る
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
c

給
油
す
る
前
に
は

必
ず
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
ま
し

ょ事つ。給
油
の
あ
と
は
、
燃
料
タ
ン
ク

の
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち
ん
と
閉
め
た

か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
と
灯
油
の
入

れ
間
違
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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雨
が
降
り
そ
う
だ
と
心
配
を
し

な
が
ら
、
開
会
式
を
行
っ
た
今
年

度
の
運
動
会
で
し
た
。

今
日
に
至
る
ま
で
に
は
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
懸
命
に
練
習
を

し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と
、
準
備

の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
保

護
者
の
皆
様
方
の
、
多
く
の
汗
が

流
れ
て
い
ま
す
。
何
と
し
て
で
も

今
日
の
日
曜
日
に
運
動
会
を
実
施

し
て
、
地
域
の
多
く
の
皆
様
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

ミ̂わ力、

第
三
十
一
回
河
辺
中
学
校
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
始

前
に
一
雨
降
っ
て
、
予
定
通
り
始

め
ら
れ
る
か
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
雨
も
上
が
り
、
無
事
挙
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
校
生
徒
二
十
名
と
い
う
少
な

い
人
数
だ
っ
た
た
め
に
、
生
徒
た

ち
は
ゆ
っ
く
り
応
援
す
る
聞
も
あ

り
ま
せ
ん
。
選
手
と
し
て
出
場
し
、

出
場
し
な
い
と
き
は
係
の
仕
事
が

待
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、

み
な
、
自
分
の
で
さ
る
こ
と
に
精

一
杯
取
り
組
み
、
会
場
は
熱
気
に

あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会

を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
少
人
数

第 164号

し
た
。い

ろ
い
ろ
な
種
目
の
中
で
、
今

年
の
目
玉
は
何
と
い
っ
て
も
全
園

児
・
児
童
と
職
員
が
取
り
組
ん
だ

「
ま
つ
り
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
、
観
客
の
皆
様
に
見
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
の
良
さ
に

雲
も
驚
い
た
の
で
し
ょ
う
、
最
後

ま
で
何
と
か
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
、
秋
季

大
運
動
会
に
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

で
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
自
信

を
深
め
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

体
育
大
会
に
花
を
添
え
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
地
域
や
保
護
者
の

皆
様
で
す
。

P
T
A
種
目
に
は
ほ

と
ん
ど
出
場
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

快
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒

た
ち
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
選
手
た
ち
へ
の
温
か
い

ご
声
援
、
準
備
や
片
付
け
等
の
ご

協
力
も
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

どっちも負けるな!

力を合わせて

敬
老
の
式
典
及
び
敬
老
会
が
、

河
辺
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
の
式
典
で
は
、
昨
年
九
月

十
六
日
か
ら
一
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
十
九
名
の
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

村
長
式
辞
の
あ
と
、
今
年
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
下
大
成
の
森
川
ミ

タ
ケ
さ
ん
他
十
名
に
対
し
、
村
長

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

それ!1， 2、1、2

ま
た
九
十
歳
以
上
の
方
、
下
大

成
の
保
気
口
ミ
ド
リ
さ
ん
他
三
十

三
名
に
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
な
お
、
河
辺
村
の
最
高
齢
者
は

日
除
の
松
下
ヨ
ミ
ヱ
さ
ん
で
、
十

月
に
百
三
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。
今

後
益
々
の
ご
長
寿
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
婦
人
会
に
よ
る

敬
老
会
が
行
わ
れ
、
多
彩
な
演
芸

と
老
人
会
員
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
等

が
あ
り
、
楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま
し

た。

ご長寿をお祈りします
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第
十
六
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
ア
イ
テ
ム
え
ひ

め
・
県
民
文
化
会
館
を
主
会
場
と

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
平
成
元
年
度
か

ら
全
国
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
生

涯
学
習
に
係
る
活
動
を
実
践
す
る

場
を
全
国
的
な
規
模
で
提
供
す
る

こ
と
等
に
よ
り
、
国
民
一
人
一
人

の
生
涯
学
習
へ
の
参
加
を
促
進

し
、
生
涯
学
習
の
一
層
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
愛
称
を
「
ま
な
び
ピ

ア
愛
媛
二

0
0
四
」
と
し
、
大
会

テ
!
マ
を
「
も
て
な
し
の
心
を
つ

な
ぐ
ま
な
び
の
輪
」
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
愛
媛
で
の
開
催
が
四

国
で
初
の
開
催
と
な
る
こ
と
か

ら
、
四
国
共
通
の
遍
路
文
化
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
「
お
接
待
」
の

イ
メ
ー
ジ
で
企
画
運
営
さ
れ
ま
し

た。
十
日
に
は
、

秋
篠
宮
さ
ま

が
会
場
に
お

越
し
に
な
り

四
国
初
開
催

の
同
大
会
を

視
察
さ
れ
ま

し
た
。河

辺
村
は
、

肱
川
町
・
長

れミわか平成16年10月25日(5) 

浜
町
と
の
合
同
で
展
一
戸
し
、
本

村
か
ら
は
、
屋
根
付
き
橋
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
の
企
画
展

示
に
よ
り
、
河
辺
に
伝
わ
る
「
先

人
の
知
恵
と
技
」
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
長
浜
町
は
、
肱
川
あ
ら

し
の
写
真
パ
ネ
ル
と
色
鮮
や
か
な

子
鞠
を
展
示
、
肱
川
町
は
、
町
内

で
見
つ
か
っ
た
歌
麿
の
版
木
か
ら

印
刷
し
た
絵
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
麿
の
絵
を
ハ
ン
カ
チ

や
巾
着
袋
に
プ
リ
ン
ト
で
き
る
有

料
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
実
施
し
、
販

売
を
予
定
し
て
い
た
ハ
ン
カ
チ
と

巾
着
袋
合
わ
せ
て
三
百
枚
が
二
日

目
で
完
売
す
る
ほ
ど
好
評
を
博
し

ま
し
た
。
特
に
プ
リ
ン
ト
の
絵
柄

は
、
韓
国
か
ら
の
来
場
者
の
関
心

が
高
く
、
一
人
で
十
枚
以
上
買
っ

て
帰
ら
れ
る
方
が
多
数
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
生
涯
を
通
じ
て
の
「
学
び
」

の
世
界
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
幸
い

で
す
。

歌麿プリント大人気

初
日
が
雨
で
屋
外
競
技
が
中
止

に
な
っ
た
た
め
、
一
日
目
が
女
子

パ
レ

l
、
二
日
目
が
男
子
テ
ニ
ス

と
試
合
日
が
分
か
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
結
果
で
す
が
、
テ
ニ
ス

は
団
体
戦
の
一
回
戦
、
肱
川
中
と

対
戦
し
、

0
1
3
で
敗
れ
ま
し
た
。

個
人
戦
は
清
水
・
書
野
と
稲
田
兄

弟
ペ
ア
が
一
回
戦
を
突
破
し
ま
し

た
が
、
二
回
戦
で
敗
退
し
、
惜
し

く
も
ベ
ス
ト

4
に
は
入
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

バ
レ
ー
は
、
予
選
リ

l
グ
で
肱

川
中
に
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト

2

1

で
勝
ち
、
次
に
五
十
崎
中
に
は

0

|

2
で
敗
れ
、
惜
し
く
も
決
勝
進

口ポットも登場

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、

肱
川
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

川
土
地
区
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
三
年
生
以
上
の
児

童
二
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
男
子
・
女
子
四
百
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
を
初
め
と
す
る
多
く

の
種
目
で
、
郡
陸
上
大
会
へ
の
参

加
資
格
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
四

年
生
以
下
の
部
の
男
子
六
十
メ
ー

ト
ル
と
百
メ
ー
ト
ル
、
共
通
の
部

出
ド
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

試
合
を
見
て
、
男
女
と
も
十
分

他
校
と
対
等
に
戦
え
る
力
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し

た
。
あ
と
精
神
面
、
例
え
ば
試
合

の
駆
け
引
き
や
集
中
力
、
ど
ん
欲

の
男
子
百
メ
ー
ト
ル
と
走
り
幅
跳

び
、
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

の
五
種
目
で
優
勝
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
放
課
後
の
練

習
に
参
加
し
、
河
辺
小
学
校
の
代

表
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
し

た
。
そ
し
て
上
位
に
入
賞
し
た
選

手
は
、
川
上
区
の
代
表
と
し
て
郡

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

自
分
の
力
を
信
じ
て
、
練
習
で

学
ん
だ
こ
と
全
て
を
発
揮
し
て
、

頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。
応
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

集中していこ ~I

さ
、
粘
り
な
ど
が
身
に
付
け
ば
、

も
っ
と
上
位
を
狙
え
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
来
年
の
総
体
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

サーブに魂を込めてど~ですこの賞状!
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1 )今回の事前申込みii，平成17年度中(平成17年4月以

降)に浄化槽(合併処理浄化槽)を設置する方に汁して

のものです。

※ 平成17年3月末までに設置するものは、今回の対象

とはなりません。

2)事前申込み期限

平成16年9月 1 日(水)~平成17年3月 31 日(木)まで

3)補助限度額

.5入植延床面積が130m'以下のもの.7人槽延床面積が130m'をこえるもの

.10人槽 2世帯住宅

※ 人槽区分については、

出来ません。

特に、延床面積が130m前後の新築の場合は注意し

てくださし'0
また、人槽が不明確な場合は、事前に愛媛県浄化槽

管理センターにご相談の上、申込みをしてください。

4)事前申込書の記入提出については、代理人(請負業者

等)でも構いませんが、設置者住所氏名欄は必ず申請者

本人が自筆押印(認印で可)して〈ださいn

5)設置場所を明確にする。(新築の場合は特に!) 

できれぽ、位置図(住七地図等)を添付してください。

6)請負業者等が、まだ決まってない場合は未定とし、決

まり次第連絡をしてください。

7)当事前申込に基づき順次、補助金を要望確保しますが、

国、県、市ともに財政が厳しい状況ですので、要望どお

り補助金が確保できるか不透明な状況です。ご要望に添

えない場合があることをご了承ください(その際は、事

前にご連絡pたします)。

(6) 平成16年10月25日

12月1日から7日までの「愛媛エイズ予防週間」中、夜間

電話相談・ HIV迅速検査(無料・匿名・当日検査結果通知

心主よ)を行いますので、ご利用ください。

第 164号

19Y34221盟戸 f。)
大洲保健所からのお知らせ

(注)通常の検査法では結果通知が7日後となります。 354，000円
411，000円

519，000円

事前申込み期限以降の変更は

また、毎週火曜日 (11: 00~12 : 00) にエイズ相談-

HIV検査をしていますので、ご利用ください。(予約制・無

料・援名)

ただし、検査は通常の凝集 (PA)法で実施しますので結

果通知は7日後になります。 (HIV迅速検査は12月1日のみで

す。)

大洲庁舎2階)

(注)HIV迅速検査を希望される方は事前に電話予約

が必要です。

12月1日(水)

17 : 00-20 : 00 

大洲保健所

(大洲市田口甲425の1

24-3165 

。実施期間

0時間

。場所

。電話番号

平
成
十
五
年
度
の
一
人
あ

た
り
河
辺
村
老
人
医
療
費

は
、
拘
七
十
三
万
円
で
す
)

前
年
度
に
対
し
て
、
十

一
%
で
、
七
万
一
千
円
ほ
ど

増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
下
で
み
て
も
、

一
人
あ
た
り
医
療
費
は
多
い

方
か
ら
二
十
八
番
目
、
最
も

ほ
い
町
か
ら
み
る
と
約
十
七

万
円
も
の
差
が
あ
り
ま
す
。

老
人
医
療
費
は
、
九
割
以

上
が
、
各
医
療
保
険
か
ら
の

拠
出
金
と
国
や
県
、
村
の
公

費
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
し

て
い
く
と
、
各
医
療
保
険
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
若

年
世
代
の
費
用
負
担
も
増
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
年
寄
り
一
人
一
人
が
自

分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

日
頃
か
ら
健
康

w

つ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

(千円)

760 

740 

720 

700 

日司。

660 

640 

(下円)

320.000 

300，000 

280，000 

260，000 

220，000 

240，000 

200，000 

|平均
総医療費 (円)

一人あたり医療費
年度 受給者数(人) (年間)(円)

11 392 279，866，482 713，945 
ト一一一一一

12 400 297，391，910 743，480 

13 409 310，738，337 759，751 

14 420 277，568，362 660，877 

15 420 307，444，448 732，011 

620 180，000 

160，000 'ω … b 弘 一一""-_-'---L_J600 
平成11年度平成12年度平成13年度平成14年度平成15年度
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明日のあなたを考えて…

年金はあなたが主人公です。

IPい老後」にちなんで、毎年、 11月 6日(~、いろうご)

から12日までの一週間は年金週間です。

国民の一人一人が年金を身近で大切なものとして考え、

公的年金制度の意義や役割を正しく認識し、年金制度に

対する理解を深めていただくため『年金週間Jが定めら

れています。

年金は自分白身の老後の問題と認識して、この機会に

あなたの、そして家族の年金についてもう一度考え、

みましょう。

カヨ

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
元
気
で
す
か

カ
ナ
ダ
の
十
月
は
私
の
好
き
な
月
で
す
ヘ
山

は
紅
葉
で
色
づ
き
と
て
も
涼
し
い
で
す
。
そ

し
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
時
期
で
す
。
去
年
作

っ
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
そ
し

て
、
十
一
月
は
物
悲
し
い
月
で
す
。
木
の
葉

ほ
散
っ
て
、
冬
の
風
が
吹
き
始
め
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
は
記
憶
の
円
で
す
む
そ
の

朝
十
一
月
十
一
日
十
一
時
十
一
分
に
二
つ
の

世
界
大
戦
で
死
ん
だ
人
々
を
思
い
起
ご
す
た

め
に
私
た
ち
カ
ナ
ダ
人
は
一
分
間
の
黙
祷
を

捧
げ
ま
す
。
こ
の
日
に
ポ
ピ
ー
を
胸
に
つ
け

ま
す
。
希
望
の
象
徴
で
す
。
私
の
世
代
は
戦

争
の
経
験
が
な
く
と
て
も
幸
せ
で
す
が
、
亡

く
な
っ
た
方
々
の
こ
と
を
思
い
起
こ
す
こ
と

は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
c

平成16年10月25日(7) 
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要媛県消費生活相談窓口共通電話番号についτ
県では、消費生活に関する相談電話をより利用していただくため、県内5地方局及び生活センターにおける相談

窓口の共通電話番号を設置しました。

市からかけた場合は、生活センター→松山地方同

→今治地方局→八幡浜地方局→西条地方局→宇和町

島地庁防の順で最初に空いている相談窓口につな

がりますc

なお、着信場所までの通話料は発信者のご負担

となりますので御了本ください。

4 その他
①携帯電話、 PHSからは利用できません。

②従来の相談窓口の番号(次の各相談窓口直通

電話番号)は、引続き御利用できます。

共通電話番号

0570 -700-370 
受付時間

土-日曜日、祝日、年末年始を除く日の

午前9時~午後4時(正ノ|二一午後1時を除く)

着信先

共通電話番号にかけた場合は、各相談窓L1 (県

内5地方局及び生活センター)のうち発信場所の最

寄りの窓口から順番に空いている窓口につながる

こととなりますので、場合によっては、遠隔地の

地方局へつながることがあります。例えば、訟111

2 

3 



(8) 平成16年10月25日rミわ

安 全確認~

今年も、 11月15日から狩猟が解禁 となります。

毎年、期間中にハンタ ーの不注意や誤った銃の取

り扱いによる狩猟事故は発生しています。正しい

マナーと安全確認を守って事故のない狩猟に心が

けましょう 。

猪の狩猟期間が今年度から延長となります。

(2/16~3/15の 1 ヶ月延長)

正しいマナーと~守っていますか

…火
権
教
育
シ
波
注
一
一
夫
……制

力、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
私
た
ち
は
さ
ら
な
る
利
便
性

を
手
に
い
れ
ま
し
た
が
、

一
方
で
、

匿
名
性
な
ど
を
悪
用
し
た
誹
誘
・

中
傷
に
よ
る
人
権
侵
害
が
起
こ
る

な
ど
、
新
た
な
人
権
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

上
で
は
不
特
定
多
数
の
人
々
に
対

し
て
有
害
な
差
別
表
現
を
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
大
き
く
分
け
て

第 164号

大矢先の確認…周囲の安全を確認すること

大獲物の確認…獲物が見えない時には常に「人

かもしれなLリの疑いを持つこと

女猟服に注意…迷彩服・迷彩帽は着用しないこと

女脱包の励行…射撃するとき以外は必ずタマを

抜くこと

※ 三
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
に
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が

一
瞬
に
し
て
情

報
を
発
信

・
受
信
で
き
る
こ
と
。

第
二
に
は
、
誰
も
が
気
軽
に
、
し

か
も
簡
単
に
情
報
を
発
信

・
受
信

で
き
る
。
第
三
に
は
、
誰
が
発
信

し
た
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
匿
名

性
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
事
例
と
し
て
は
、
有
名

人
の
氏
名
を
掲
載
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
内
容
を
掲
示
し
た

り
、
被
差
別
部
落
や
、
韓
国
・
朝

鮮
人
に
対
し
て
こ
と
さ
ら
ひ
ど
い

差
別
発
一
言
を
発
信
す
る
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
警
視
庁
の
統
計
に
よ
る

と
、
名
誉
製
損
、
誹
誘
・
中
傷
に

関
す
る
相
談
件
数
も
約
二
0
0
0

件
も
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
日
で
は
、
生
活
上
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
で
す
が
、
こ
れ
を
利
用
す

る
際
は
、
そ
の
情
報
を
不
特
定
多

数
の
人
々
が
見
る
と
い
う
こ
と
を

常
に
意
識
し
て
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト

な
情
報
や
人
を
傷
つ
け
る
情
報
を

流
さ
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
う
し
た
一

人

一
人
の
意
識
が
人
権
侵
害
を
防

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

132包;
豆
半
主
Tzj

-
は
る
か
な
る
ア
一ア
ネ

に

舞

い

し

日

の

丸

に

制

↓

ゆ

H

附

征

<

父

送

り

し

幼

な

き

日

お

も

う

玉

井

隆

仲

仲

(特
攻
隊
)

付

吟

わ
世
わ
し

同

制
帰
れ
じ
と
知
り
つ
つ
飛
ぴ
し
若
鷲
の

問

料

ち

ら

ん

↑

仲

知

藍

の

里

の

夕

陽

悲

し

き

北

川

照

子

仲

村

悠

揚

と

風

車

ま

わ

り

て

春

、

つ

ら

ら

桝

州

波

し

ず

か

な

り

三

崎

半

島

大

野

勇

仲

貯

ま

ご

ら

往

に

て

も

ろ

こ

し

の

葉

ず

れ

せ

み

し

ぐ

れ

問

削

二
人

と

な

り

て

夏

は

終

り

ぬ

玉

井

緑

仲

ih

I
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.

暑

か

り

し

ひ

と

日

終

り

て

山

の

端

に

村

.

あ
か
ね

同

州

残

る

夕

陽

は

茜

に

染

ま

る

大

野

伊

都

子

州

H

ひ
ぐ
ら
し

一

向

蝿

の

鳴

く

夕

暮

れ

に

つ

と

思

う

仲

や

つ

い

す

み

が

4

嚇

終

の

住

家

は

い

ず

こ

な

り

し

ゃ

藤

原

茜

附

州

年

一
度

ふ

る

さ

と

祭

リ

に

友

と

逢

い

仲

山

花

火

の

夜

空

に

思

い

出

う

っ

す

山

本

万

亀

子

制

桝

若

き

日

は

舞

台

に

立

ち

し

思

い

出

も

州

仲

今

は

招

か

れ

敬

老

の

席

に

高

橋

フ

ミ

ヱ

制

令

お
う
と
う

H

W

呼

び

か

け

ど

応

窓

口

も

な

く

人

工

呼

吸

器

よ

り

附

…

異

常

な

い

び

き

の

弟

を

見

つ

む

上

林

ヨ
シ

子

…
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訂

正館
報
第
二
ハ
三
号
十
ペ
ー
ジ
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
欄
で
、

「
戦
没
者
追
悼
式
」
が
十
一
月
二

十
二
日
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た

が、

十
月
二
十
二
日
の
間
違
い
で

し
た
の
で
訂
正
致
し
ま
す
。
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

消
息

一日
16 16 

10 9 

10 11 

す
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

新

君
江
(
鴨

谷
)
九
歳

園
井
政
太
郎
(
国

木
)
但
歳

H 15.10.1現 1，319(ム 46)

H 14.10.1現 1，347(ム 74)

H 13.10.1現 1，366(ム 93)

HI2.1O.1現 1，373(ム100)

H 11.10.1現 1，386(ム113)

人のうごき
(平成16年10月1日現在)

世帯数 529戸

男 子 627人
女 子 646人
計 1，273人

五
頭
定
次
郎
(
川

上
)
何
歳

員

平

(
川

崎
)
市
歳

、
-

d
川西

茂
則
(
三
久
保
)

市
歳


